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上が田(H28)。全農業経営体の７割が稲作(H27)。〕

・ 稲作や水田の有する多面的機能
〔国土の保全、水源のかん養、自然環境の保全、良
好な景観の形成、文化の伝承など、農村で農業生産
活動が行われることにより生ずる、食料などの供給の
機能以外の多面にわたる機能のこと（食料・農業・農
村基本法第３条）。〕

・ 日本人の歴史や文化と密接な関係
〔稲作の始まりにより社会（ムラ）・国家（クニ）が成立。
江戸時代の各藩はコメの生産量で表され（石高制）、
税もコメ（年貢）。豊作への感謝と祈りが、祭りの起源。
稲作での共同作業は、日本の組織文化の基礎。〕

◯ コメの国内生産（稲作と水田）は、我が国の食料安全保障、食生活、農業・農村、国土・環境などに不可欠の
もの。日本人の歴史・文化とも密接な関係。
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注１．政府米在庫量は、外国産米を除いた数量である。
　２．政府米在庫量は、各年10月末現在である｡ただし、平成15年以降は各年６月末現在である。
　３．平成12年10月末の政府米在庫量は、「平成12年緊急総合米対策」による援助用隔離等を除いた数量である。
　４．総需要量は、「食料需給表」（４月～３月）における国内消費仕向量（陸稲を含み、主食用（米菓・米穀粉を含む）のほか、飼料用、加工用等の数量）である。
　　　ただし、平成５年以降は国内消費仕向量のうち国産米のみの数量である｡
　５．生産量は、「作物統計」における水稲と陸稲の収穫量の合計である。
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（960）

5年産

（783）

6年産

(1198)
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(万トン)

生産量

総需要量

政府米在庫量

余剰

余剰

○第２次（Ｓ54～58）過剰米処理
・処分数量：約600万㌧
・総損失額：約２兆円

○第１次（Ｓ46～49）過剰米処理
・処分数量：約740万㌧
（Ｓ43～45の過剰処理分含む）
・総損失額：約１兆円

(昭和) (平成)

政府米在庫量

総需要量

生産量

1225

米の全体需給の動向（昭和35年～）

作況指数 108 102 105 101 99 112 109 102 103 93 103 106 102 107 94 105 108 103 87 96 96 96 108 104 105102 97 101 103 95 101 74 109 102 105 102 98 101 104 103 101 90 98 101 96 99 102 98 98 101 102 102 101 1009997 103 100
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◯ 米の１人当たりの年間消費量は、昭和37年度をピークに一貫して減少傾向にある。具体的には、昭和37年度には
118㎏の米を消費していたのが、平成28年度には、その半分程度の54㎏にまで減少している。

◯ また、主食用米の全国ベースでの需要量は毎年約８万トンずつの減少傾向にある。

全国ベースで
毎年８万トン程度
需要量が減少

資料：農林水産省「食料需給表」
注：１人１年当たり供給純食料の値である。

○ 米の年間1人当たり消費量の推移 ○ 主食用米の需要量の推移

資料：農林水産省「米穀の需給及び価格の安定に関する基本指針」

（kg（精米））

0
昭和 平成

（年）
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21,600

(作況103)

22,726

(作況95)

22,813

(作況101)

23,607
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2年産 3年産 4年産 5年産 6年産 7年産 8年産 9年産 10年産11年産12年産13年産14年産15年産16年産17年産18年産19年産20年産21年産22年産23年産24年産25年産26年産27年産28年産29年産

米の販売価格と一人当たりの年間消費量の推移

○ 米の販売価格は長期的には低下傾向で推移。なお、平成15年産は作況指数が「90」（著しい不良）となり価格が高騰。

○ 米の１人当たりの年間消費量(精米)は、昭和37年の118kgをピークに一貫して減少傾向。

Kg(精米)

（年平均減少量）
▲0.8kg／年

（平成2～6年度）
▲0.6kg／年

（平成12～16年度）
▲0.6kg／年

（平成17～21年度）

（円/玄米60kg、包装代・税込み）

▲0.5kg／年
（平成7～11年度）

▲0.8kg／年
（平成22～26年度）

米の１人当たりの年間消費量（精米）

米の販売価格

資料：（財）全国米穀取引・価格形成センター入札結果、農林水産省「米穀の取引に関する報告」、「食料需給表」。

注１： ２～17年産までは（財）全国米穀取引・価格形成センター入札結果を元に作成。
注２： 18年産以降は出回り～翌年10月（29年産は30年２月まで）の相対取引価格の平均値（29年産は速報値ベース）。
注３： センター価格は、銘柄ごとの落札数量で加重平均した価格であり、相対取引価格は、銘柄ごとの前年産検査数量ウェイトで加重平均した価格である。
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米の用途別・年産別、生産量の推移

注１:主食用米については、作物統計（農林水産省統計部）の値である。
注２:備蓄米については、政府買入実績値で、29年産は買入入札の結果である。
注３:加工用米、新規需要米については実績値で、29年産は取組計画の認定値である。
注４:新規需要米の「酒造用」は「需要に応じた米生産の推進に関する要領」に基づき生産数量目標の枠外で生産された玄米を指す。
注５:その他については、わら専用稲、青刈り用稲、バイオエタノール用米等である。
注６:ラウンドの関係で合計と内訳が一致しない場合がある。

（単位：千トン）

用途

年産 米粉用 飼料用 輸出用 酒造用 その他

8,658 149 12 1 8 0 - 3

8,309 141 41 13 23 1 - 3

8,239 213 98 25 68 2 - 3

8,133 68 155 203 37 161 2 - 3

8,210 85 181 205 33 167 2 - 4

8,182 183 208 135 20 109 3 - 3

7,882 251 266 219 18 187 6 4 4

7,442 248 253 479 23 440 8 7 0

7,496 225 278 540 19 506 8 7 0

7,306 198 284 526 28 483 7 7 029

27

28

新規需要米加工用米備蓄米主食用米

20

21

22

23

24

25

26

平成22年産

米までは

主食用とし

て生産。
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米の流通の状況（16～28年産米）

（単位：万トン） 【出荷・販売段階】 （単位：万トン）

年産

16 636 72.9% 390 44.7% 350 40.1% 40 4.6% 20 2.3% 7 0.8% 12 1.4% 226 25.9%

17 653 72.1% 405 44.7% 352 38.9% 53 5.8% 22 2.4% 8 0.9% 13 1.4% 226 24.9%

18 631 73.8% 384 44.9% 320 37.4% 64 7.5% 21 2.5% 9 1.1% 13 1.5% 227 26.5%

19 632 72.6% 378 43.4% 308 35.4% 70 8.0% 21 2.4% 9 1.0% 13 1.5% 232 26.6%

20 636 72.1% 390 44.2% 303 34.4% 87 9.9% 21 2.4% 8 0.9% 14 1.6% 224 25.4%

21 624 73.7% 372 43.9% 294 34.7% 78 9.2% 22 2.6% 7 0.8% 15 1.8% 230 27.2%

22 594 70.0% 369 43.5% 285 33.6% 84 9.9% 21 2.5% 6 0.7% 15 1.8% 203 24.0%

23 604 71.9% 351 41.8% 266 31.7% 85 10.1% 21 2.5% 6 0.8% 15 1.8% 232 27.6%

24 616 72.3% 352 41.3% 273 32.1% 79 9.3% 21 2.4% 6 0.7% 15 1.8% 243 28.6%

25 626 72.8% 373 43.4% 293 34.0% 81 9.4% 22 2.6% 7 0.8% 15 1.8% 231 26.8%

26 616 73.1% 369 43.7% 285 33.8% 84 10.0% 24 2.8% 9 1.0% 15 1.8% 223 26.5%

27 579 72.5% 344 43.1% 258 32.3% 86 10.7% 22 2.7% 7 0.9% 14 1.8% 213 26.7%

28 582 72.4% 338 42.1% 252 31.3% 86 10.8% 22 2.7% 6 0.8% 16 1.9% 222 27.6%

農協 生産者
直接販売等販売委託 直販 販売委託 直販

出荷・販売
全集連系業者

【生産段階】 （単位：万トン）

年産 加工用米等 もち米 減耗

16 872 100.0% 636 72.9% 180 20.6% 56 6.4% 12 1.4% 27 3.1% 17 1.9%

17 906 100.0% 653 72.1% 183 20.2% 62 6.8% 13 1.4% 31 3.4% 18 2.0%

18 855 100.0% 631 73.8% 165 19.3% 59 6.9% 15 1.8% 27 3.2% 17 2.0%

19 871 100.0% 632 72.6% 174 20.0% 65 7.5% 17 2.0% 31 3.6% 17 2.0%

20 882 100.0% 636 72.1% 172 19.5% 64 7.3% 16 1.8% 30 3.4% 18 2.0%

21 847 100.0% 624 73.7% 161 19.0% 62 7.3% 16 1.9% 29 3.4% 17 2.0%

22 848 100.0% 594 70.0% 174 20.5% 71 8.3% 22 2.6% 32 3.8% 17 2.0%

23 840 100.0% 604 71.9% 170 20.2% 66 7.9% 16 2.0% 33 3.9% 17 2.0%

24 852 100.0% 616 72.3% 167 19.5% 69 8.1% 19 2.2% 33 3.9% 17 2.0%

25 860 100.0% 626 72.8% 165 19.2% 69 8.0% 21 2.4% 31 3.6% 17 2.0%

26 844 100.0% 616 73.1% 154 18.3% 73 8.7% 27 3.2% 30 3.5% 17 2.0%

27 799 100.0% 579 72.5% 146 18.3% 74 9.2% 25 3.1% 33 4.1% 16 2.0%

28 804 100.0% 582 72.4% 146 18.1% 76 9.5% 26 3.2% 34 4.3% 16 2.0%

その他
生産量

出荷・販売 農家消費等

資料：農林水産省「作物統計」、「生産者の米穀現在高等調査」（22年産以降は「生産者の米穀在庫等調査」）、「農林業センサス」、「米穀の取引に関する報告」及
び全国出荷団体調べ等を基に推計。

注：１）平成21年産までの推計に用いた「生産者の米穀現在高等調査」と22年産以降の推計に用いている「生産者の米穀在庫高等調査」では調査対象農家の定義が異なる（前

者は10ａ以上稲を作付（子実用）している農家、後者は販売目的の水稲の作付面積が10a以上の販売農家が対象）ことから、22年産から推計手法を変更している。
２）生産段階には、このほか、①集荷円滑化対策による区分出荷米（17年産8万トン、20年産米10万トン）、②品質低下に伴う歩留り減（22年産米10万トン）がある。
３）ラウンドの関係で、計と内訳が一致しない場合がある。
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米の流通経路別流通量の状況

（参考）入手経路別の購入割合（複数回答）

スーパーマーケット 49.7％
その他の小売店 20.8％
産地直売所 1.8％
インターネット 9.6％
生産者から直接購入 6.2％
無償譲渡 17.2％

※ 米穀安定供給確保支援機構調べをもとに農林水産省

で算出（平成28年4月から平成29年3月の年平均）

資料：農林水産省「作物統計」、「生産者の米穀在庫等調査」、「農林業センサス」、
「米穀の取引に関する報告」及び全国出荷団体調べ等を基に推計。

注１：ＪＡ等には、全集連系を含む（ＪＡ等への出荷量360万トンのうち22万トンが全集連系）。
注２：「卸・小売等」には、中食・外食事業者及び加工事業者等を含む。
注３：ラウンドの関係で、計と内訳が一致しない場合がある。

農家消費（無償譲渡を含む。）

消

費

者

生

産

者

全
農
・経
済
連
等

Ｊ
Ａ
等

卸
・小
売
等

（804）

（単位：万トン（28年産米））

＜主食用うるち米＞

加工用米等、もち米等（集荷業者を通じて実需者に販売）

＜その他＞

258

94
8

農家直売等

（無償譲渡）

76

360

258

102

222

146

89

133
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（単位：グラム）

平成24年 78,780 97.8% 44,808 99.0% 35,819 97.0%

平成25年 75,170 95.4% 44,927 100.3% 35,560 99.3%

平成26年 73,050 97.2% 44,926 100.0% 35,176 98.9%

平成27年 69,510 95.2% 45,676 101.7% 34,753 98.8%

平成28年 68,740 98.9% 45,099 98.7% 34,192 98.4%

平成29年 67,070 97.6% 44,829 99.4% 33,878 99.1%

米 パン めん類

購入
数量

対
前年比

購入
数量

対
前年比

購入
数量

対
前年比

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

1月

24年

4月 7月 10月1月

25年

4月 7月 10月 1月

26年

4月 7月 10月 1月

27年

4月 7月 10月 1月

28年

4月 7月10 月1月

29年

4月 7月 10月

米 パン めん類

家庭における米、パン、めん類の購入量の推移

1世帯当たり購入数量の推移

資料：総務省「家計調査」
注１：二人以上の世帯の数値である。
２：米は精米ベースである。

（グラム）
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（単位：円、％）

対
前年比

対
前年比

対
前年比

対
前年比

対
前年比

対
前年比

対
前年比

対
前年比

対
前年比

対
前年比

24年 879,402 0.8 28,731 4.8 28,282 ▲0.1 17,563 ▲3.7 1,255 ▲2.3 3,358 ▲3.2 77,779 1.3 104,615 2.6 157,668 2.0 4,315 ▲4.1

25年 895,860 1.9 28,093 ▲2.2 27,974 ▲1.1 17,170 ▲2.2 1,193 ▲4.9 3,313 ▲1.3 78,948 1.5 105,033 0.4 165,246 4.8 4,170 ▲3.4

26年 913,261 1.9 25,108 ▲10.6 29,210 4.4 17,295 0.7 1,206 1.1 3,430 3.5 80,127 1.5 108,066 2.9 166,737 0.9 3,712 ▲11.0

27年 937,712 2.7 22,981 ▲8.5 30,507 4.4 17,747 2.6 1,234 2.3 3,745 9.2 83,027 3.6 112,625 4.2 169,626 1.7 3,250 ▲12.4

28年 947,618 1.1 23,522 2.4 30,294 ▲0.7 17,606 ▲0.8 1,202 ▲2.6 4,061 8.4 83,472 0.5 118,296 5.0 168,067 ▲0.9 3,583 10.2

29年1月 73,667 ▲0.9 1,412 ▲0.8 2,396 ▲4.6 1,310 ▲4.7 88 ▲8.3 336 ▲9.2 6,589 ▲2.0 9,411 2.2 14,133 ▲3.9 317 6.0

2月 69,271 ▲5.1 1,600 ▲9.1 2,376 ▲5.8 1,195 ▲9.5 92 ▲8.0 330 ▲7.8 6,688 ▲5.0 8,891 ▲2.8 11,358 ▲8.6 280 3.3

3月 77,973 ▲1.6 1,800 ▲2.4 2,718 ▲0.8 1,319 ▲4.3 108 ▲6.9 352 ▲9.0 7,529 ▲3.0 9,473 ▲1.1 14,205 ▲2.1 299 ▲8.6

4月 75,542 0.3 1,884 0.1 2,622 ▲1.8 1,325 ▲4.6 103 ▲1.0 330 ▲5.4 6,544 ▲0.4 9,358 2.3 13,633 2.0 291 0.3

5月 79,733 ▲0.8 1,782 ▲4.1 2,576 ▲3.4 1,461 ▲2.1 97 ▲6.7 297 ▲4.2 6,960 ▲0.2 9,559 ▲0.4 15,159 ▲1.0 285 ▲4.4

6月 75,144 0.4 1,792 3.6 2,495 ▲0.5 1,540 ▲3.9 97 ▲2.0 292 2.1 6,207 0.5 9,030 1.9 13,042 5.1 248 2.9

7月 79,446 ▲1.3 1,739 ▲3.9 2,408 ▲4.0 1,810 ▲1.1 95 ▲4.0 294 2.8 6,679 ▲3.0 10,459 ▲0.3 14,218 ▲0.8 336 15.9

8月 84,048 1.5 1,842 1.8 2,408 0.3 1,556 ▲4.0 89 ▲6.3 328 9.7 7,856 1.0 10,644 4.4 16,656 2.8 398 12.1

9月 75,605 1.8 2,486 9.0 2,394 1.7 1,269 1.2 91 ▲5.2 345 6.5 6,230 1.0 9,562 3.3 13,379 2.7 295 ▲1.3

10月 77,152 ▲1.3 2,864 2.2 2,504 0.2 1,349 1.7 96 ▲2.0 376 9.6 6,247 0.1 9,874 ▲0.3 13,245 ▲3.5 310 9.2

11月 77,440 1.8 2,192 2.9 2,489 2.3 1,372 4.1 93 ▲3.1 356 5.6 6,331 1.3 9,906 3.7 13,852 6.2 308 8.8

12月 101,416 2.9 2,288 4.5 2,570 3.8 1,794 5.4 98 0.0 441 7.3 9,228 3.5 13,833 3.4 15,766 4.9 382 10.4

外食 ハンバーガースパゲッティ カップめん
食料 米 パン めん類 菓子類 調理食品

１世帯当たりの支出金額の推移（食料）

資料：総務省「家計調査」（二人以上の世帯）
注：パンは、食パン及び他のパン（菓子パン等）である。
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米の消費における家庭内及び中食・外食の占める割合

◯ 世帯構成の変化（単身世帯の増加）、女性の社会進出（共働き世帯の増加）等の社会構造の変化により、食の簡
便化志向が強まっており、米を家庭で炊飯する割合が年々低下する一方で、中食・外食の占める割合は年々増加傾
向にある。

昭和60年

中食・外食
15.2%

家庭内食
84.8%

平成９年

18.9%

81.1%

平成28年

68.9%

【米消費における家庭内及び中・外食の占める割合（全国）】

資料：農林水産省「米の１人1ヶ月当たり消費量」及び米穀機構「米の消費動向調査」

31.1%

【家族類型別にみた一般世帯の構成割合の推移】 【共働き世帯数と専業主婦世帯数の推移】

資料：国立社会保障・人口問題研究所「家族類型別世帯数および割合」

（％）

単 独

その他

夫婦のみ

ひとり親と子

夫婦と子

（万世帯）

資料：資料：独立行政法人労働政策研究・研修機構「専業主婦世帯数と
共働き世帯数の推移」

専業主婦世帯

共働き世帯
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【年度平均】 （上段：対前年比、下段：実数（精米g/人））

内訳 内訳 内訳 内訳
合計 ▲9.0% +2.0% ▲3.7% +6.3%

4,466 100.0% 4,554 100.0% 4,386 100.0% 4,663 100.0%
家庭内 ▲10.7% +7.5% ▲5.9% +6.1%

2,993 67.0% 3,216 70.6% 3,027 69.0% 3,212 68.9%
中・外食 ▲5.5% ▲9.2% +1.6% +6.7%

1,473 33.0% 1,338 29.4% 1,360 31.0% 1,451 31.1%
中食 ▲6.0% ▲10.4% +4.6% +7.4%

846 18.9% 758 16.6% 793 18.1% 852 18.3%
外食 ▲4.7% ▲7.5% ▲2.2% +5.6%

627 14.0% 580 12.7% 567 12.9% 599 12.8%

【平成28年度】

内訳 内訳 内訳 内訳 内訳 内訳 内訳 内訳 内訳 内訳 内訳 内訳
合計 +2.6% +5.5% +6.4% +6.1% +8.9% +4.5% +6.4% +5.5% +8.4% +5.2% +9.5% +7.2%

5,004 100.0% 4,868 100.0% 4,805 100.0% 4,511 100.0% 4,542 100.0% 4,608 100.0% 4,659 100.0% 4,643 100.0% 4,515 100.0% 4,411 100.0% 4,846 100.0% 4,545 100.0%
家庭内 +2.1% +7.9% +5.2% +3.4% +7.0% +3.2% +7.0% +5.5% +9.7% +5.9% +10.1% +7.2%

3,423 68.4% 3,344 68.7% 3,266 68.0% 3,024 67.0% 3,107 68.4% 3,177 68.9% 3,224 69.2% 3,242 69.8% 3,119 69.1% 3,055 69.3% 3,439 71.0% 3,128 68.8%
中・外食 +3.6% +0.7% +9.0% +12.1% +13.3% +7.7% +4.8% +5.3% +5.8% +3.8% +8.1% +7.2%

1,581 31.6% 1,523 31.3% 1,538 32.0% 1,487 33.0% 1,435 31.6% 1,431 31.1% 1,435 30.8% 1,401 30.2% 1,397 30.9% 1,356 30.7% 1,406 29.0% 1,417 31.2%
中食 +4.4% ▲1.5% +7.7% +11.9% +16.3% +11.5% +2.0% +8.7% +6.1% +3.6% +12.8% +8.0%

948 18.9% 915 18.8% 920 19.1% 872 19.3% 836 18.4% 841 18.3% 834 17.9% 809 17.4% 813 18.0% 776 17.6% 844 17.4% 811 17.8%
外食 +2.4% +3.9% +11.0% +12.2% +9.7% +2.6% +9.1% +0.9% +5.0% +4.1% +1.6% +6.1%

633 12.6% 608 12.5% 618 12.9% 615 13.6% 600 13.2% 590 12.8% 601 12.9% 592 12.8% 584 12.9% 580 13.1% 562 11.6% 606 13.3%

【平成29年度】

内訳 内訳 内訳 内訳 内訳 内訳 内訳 内訳 内訳 内訳 内訳
合計 +0.5% ▲1.2% ▲0.1% ▲1.9% ▲ 4.4% ▲ 3.1% +1.1% ＋2.1% ▲ 2.1% ▲0.2% ▲3.8%

5,028 100.0% 4,812 100.0% 4,802 100.0% 4,424 100.0% 4,340 100% 4,466 100.0% 4,709 100.0% 4,739 100.0% 4,422 100.0% 4,404 100.0% 4,662 100.0%
家庭内 +3.4% +3.0% +3.6% +2.6% ▲ 1.5% ▲ 0.7% +3.5% ＋3.4% ▲ 0.8% +3.7% ▲1.5%

3,540 70.4% 3,443 71.6% 3,382 70.4% 3,103 70.4% 3,060 70.5% 3,155 70.6% 3,338 70.9% 3,353 70.8% 3,093 69.9% 3,169 72.0% 3,386 72.6%
中・外食 ▲5.9% ▲10.1% ▲7.7% ▲11.2% ▲ 10.8% ▲ 8.4% ▲4.5% ▲ 1.1% ▲ 4.9% ▲8.9% ▲9.2%

1,488 29.6% 1,369 28.4% 1,420 29.6% 1,321 29.6% 1,280 29.5% 1,311 29.4% 1,371 29.1% 1,386 29.2% 1,329 30.1% 1,235 28.0% 1,276 27.4%
中食 ▲4.2% ▲9.0% ▲5.3% ▲13.9% ▲ 12.6% ▲ 12.0% ▲6.2% ▲ 1.0% ▲ 7.7% ▲9.8% ▲15.3%

908 18.1% 833 17.3% 871 18.1% 751 18.1% 731 16.8% 740 16.6% 782 16.6% 801 16.9% 750 17.0% 700 15.9% 715 15.3%
外食 ▲8.4% ▲11.8% ▲11.2% ▲7.3% ▲ 8.5% ▲ 3.2% ▲2.0% ▲ 1.2% ▲ 0.9% ▲7.8% ▲0.2%

580 11.5% 536 11.1% 549 11.4% 570 11.4% 549 12.6% 571 12.8% 589 12.5% 585 12.3% 579 13.1% 535 12.1% 561 12.0%

平成25年度(平均) 平成26年度(平均) 平成27年度(平均) 平成28年度(平均)

平成29年3月平成28年4月 平成28年5月 平成28年6月 平成28年7月 平成28年8月 平成28年9月 平成28年10月 平成28年11月 平成28年12月 平成29年1月 平成29年2月

平成29年11月 平成29年12月 平成30年1月 平成30年2月平成29年10月平成29年4月 平成29年5月 平成29年6月 平成29年7月 平成29年8月 平成29年9月

米の消費動向 ①（１人１ヶ月当たり精米消費量の推移）

米の消費動向（(公社)米穀安定供給確保支援機構による米の消費動向調査結果：平成23年４月分調査から実施）
〇 本調査は、調査実施機関（(株)マクロミル）のモニターの中から、本調査への協力の意向を示した消費世帯を対象としている。（インターネット調査）
※ 集計に際しては、地域毎に世帯人員構成比が国勢調査「世帯人員構成比」に沿うよう調整した上で推計。(23年度はH17年国勢調査、24年度以降はH22年国勢調査)

① １人１ヵ月当たり精米消費量の推移

注１：家庭内消費量については、調査当月の月初と月末の精米在庫量及び精米購入数量から把握。中食・外食の消費量については、調査当月の家庭炊飯以外で食べた米飯の数量から推計。
２：ラウンドの関係で合計と内訳が合わない場合がある。
３：平成28年３月25日に米穀機構が「米の消費動向調査結果」（平成27年度の５月から１月分）を修正したことに伴う訂正を行った。
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(kg)

デパート スーパー
マーケット

ドラッグス
トア

ディスカウ
ントストア

コンビニ
エンスス
トア

生協
(店舗、共
同購入含
む)

農協
(店舗、共
同購入含
む)

米穀専門
店

産地直売
所

生産者か
ら直接購
入

インター
ネット
ショップ

家族・知
人などか
ら無償で
入手

その他

平成24年度 1.0 45.1 4.3 3.4 0.3 7.8 1.8 4.2 1.8 7.0 7.4 22.9 2.0

平成25年度 0.7 47.4 3.8 2.8 0.3 7.1 1.6 3.8 1.8 6.8 10.0 20.8 1.6

平成26年度 1.2 48.7 4.1 2.4 0.2 8.2 1.5 3.5 2.0 6.7 8.7 19.5 2.6

平成27年度 1.8 48.1 3.7 2.5 0.2 7.8 1.0 3.7 1.5 5.2 9.7 20.3 2.6

平成28年度 1.5 49.7 3.7 2.8 0.5 8.1 1.5 2.7 1.8 6.2 9.6 17.2 3.2

平成29年4月 1.4 51.6 3.7 3.0 0.1 7.7 1.7 3.8 2.0 6.8 9.1 12.7 2.4

5月 0.8 50.9 5.1 3.6 0.7 7.4 1.6 2.7 1.6 6.0 10.1 14.8 2.0

6月 1.5 48.8 3.7 2.1 0.6 6.6 1.9 3.0 1.9 6.2 12.9 15.5 2.8

7月 1.9 50.8 3.8 2.3 0.1 8.1 1.6 2.8 1.5 6.6 10.2 14.2 1.9

8月 2.2 49.8 5.5 3.1 0.1 7.8 1.8 3.0 1.5 6.2 9.6 14.4 1.7

9月 1.1 50.5 3.6 3.8 0.6 7.7 1.8 2.6 1.9 6.6 9.8 18.1 1.4

10月 1.3 50.6 4.0 2.5 0.1 6.4 1.3 2.8 1.9 8.8 8.7 18.6 2.4

11月 1.4 46.2 4.6 3.3 0.3 5.9 1.7 2.7 2.9 7.4 8.9 20.6 3.7

12月 1.1 46.4 4.6 3.7 0.4 5.8 1.2 2.7 1.8 8.2 10.9 19.4 2.4

平成30年1月 1.1 49.0 3.9 2.7 0.7 5.0 1.5 2.4 2.1 7.9 9.8 17.4 3.4

2月 1.3 48.5 5.4 3.0 0.3 7.3 1.8 2.7 3.0 6.8 8.8 15.5 3.4

米の消費動向 ②（精米購入・入手経路別の購入数量）

② 精米購入時の動向

（２） 精米購入・入手経路別の購入数量

注１：地域ごとの世帯人員構成比がH22国勢調査「世帯人員構成比」に沿うようウェイトバック集計を実施した上で集計した。
２：世帯平均購入数量は、当該購入先において精米を購入した世帯の平均購入数量である。
３：ラウンドの関係で合計と内訳が合わない場合がある。
４：平成28年３月25日に米穀機構が「米の消費動向調査結果」（平成27年度の５月から１月分）を修正したことに伴う訂正を行った。
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(kg/世帯、人)

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年4月 29年5月 29年6月 29年7月 29年8月 29年9月 29年10月 29年11月 29年12月 30年1月 30年2月

月末在庫数量 6.7 6.7 6.9 6.6 6.7 6.1 6.2 5.9 6.0 6.0 6.1 6.7 6.8 7.0 6.9 6.4

平均世帯人員 2.41 2.41 2.41 2.40 2.41 2.33 2.32 2.33 2.33 2.32 2.33 2.32 2.32 2.32 2.32 2.32

(%)

産地 品種 年産 価格 食味(おい

しさ)

適量感 安全性 無洗米 精米
年月日

栽培方法 製造販売
業者

販売店 その他

平成24年度 53.8 51.4 36.8 74.5 49.0 9.0 32.4 11.4 23.9 5.2 8.0 4.6 2.5

平成25年度 56.7 54.2 38.7 76.6 47.3 8.6 31.6 11.9 24.0 4.6 8.1 4.1 2.1

平成26年度 60.2 58.0 42.5 76.3 49.7 8.5 32.6 12.1 27.0 5.3 9.0 5.6 1.4

平成27年度 60.5 59.7 43.1 75.5 48.7 9.6 29.8 12.0 27.2 5.0 8.5 5.4 1.6

平成28年度 58.3 59.5 41.3 73.9 49.2 8.9 28.2 12.0 25.7 4.6 8.1 4.9 1.6

平成29年4月 59.5 57.1 37.1 74.2 47.6 7.8 27.9 14.3 25.8 4.2 7.2 5.5 2.7

5月 58.0 58.4 38.8 74.3 47.5 9.3 28.4 13.1 25.5 4.5 8.1 5.7 1.9

6月 60.1 61.1 38.5 74.5 47.6 9.5 27.3 13.1 24.5 4.2 8.7 5.5 2.1

7月 57.9 60.0 39.9 74.2 47.5 8.3 26.8 14.1 25.7 4.0 8.5 5.6 1.9

8月 58.0 59.8 40.7 74.1 46.3 9.0 27.7 13.8 27.3 5.0 9.5 5.9 1.7

9月 58.8 60.7 41.6 74.5 48.2 8.7 27.0 14.1 28.3 4.9 8.6 6.3 1.9

10月 57.0 59.5 43.0 73.7 48.4 10.8 26.5 11.8 28.2 5.2 7.8 5.4 3.4

11月 56.6 60.2 43.0 72.9 48.7 9.5 28.6 12.1 28.1 5.7 8.3 5.3 2.3

12月 58.1 61.3 43.1 74.1 47.0 9.1 26.8 13.2 28.0 4.6 8.7 4.3 1.8

平成30年1月 59.2 59.8 44.7 75.1 47.0 10.8 29.3 13.7 27.9 4.6 10.7 5.6 1.8

2月 58.8 58.9 44.8 75.0 51.2 10.5 29.4 13.7 29.3 5.2 10.1 4.9 1.8

【精米購入時重視点（複数回答）】

注：平成28年３月25日に米穀機構が「米の消費動向調査結果」（平成27年度の５月から１月分）を修正したことに伴う訂正を行った。

【家庭内の月末在庫数量】

注１：地域ごとの世帯人員構成比が23年度はＨ17国勢調査、24年度以降はＨ22国勢調査「世帯人員構成比」に沿うようウェイトバック集計を実施した上で集計した。
２：平均世帯人員は、各月の有効調査世帯の平均人員数である。
３：平成28年３月25日に米穀機構が「米の消費動向調査結果」（平成27年度の５月から１月分）を修正したことに伴う訂正を行った。

米の消費動向 ③（精米購入時重視点、家庭内在庫数量）
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（１)過去３ヶ月前（29年10月）と比較した30年1月の動き

（２）30年1月から３ヶ月後（30年4月頃）の見通し

（参考）前回調査 29年7月と比較した29年10月の動き

＊1. 赤字は、最頻値及びＤＩ値。

2.

○ 調査期間 平成30年1月23日（火）～2月13日（火）

ＤＩ（diffusion index）の算出方法：内閣府で発表している「景気ウォッチャー
調査」方式を採用した。具体的には、5つの回答選択肢に均等に0～1の評価点
を与え、各回答の構成比に対応するそれぞれの評価点を乗じ、それらの合計
を指数（％ポイント）としてＤＩ値を算出。それが50の場合は横ばい（現状維持）
を示す。0に近づくほど販売が低迷傾向にあることを示し、逆に100に近づくほど
販売が好調傾向であることを示す。

［調査の概要]

全国米穀販売事業共済協同組合が、米穀の販売・需要動向を多角的に把握することを目的として、同組合会員企業を対象に実施。
四半期ごとに継続的に調査。

○ アンケート回答数 62組合員

（算出例） 良くなる やや良くなる 変わらない やや悪くなる 悪くなる

評 価 点 A 1 0.75 0.5 0.25 0

結 果（構成比） B 17.8 20.0 20.0 22.2 20.0 

各DI値 C＝A×B 17.8 15 10 5.6 0

D  I  値 （合 計） 48.4→米販売の動きはほんの少し低迷傾向

１．現在（30年1月）の米販売量（前年同月との比較） ２．米販売の動き：過去３ヶ月前との比較 / ３ヶ月後の見通し

合計
良くなって

いる
やや良く

なっている
変わらない

やや悪く
なっている

悪くなって
いる DI値

100.0% 0.0% 11.3% 19.4% 35.5% 33.9% 27.0

合計 増えた
やや

増えた
変わらない

やや
減った

減った

100.0% 6.5% 25.8% 17.7% 32.3% 17.7%

合計 増えた
やや

増えた
変わらない

やや
減った

減った

100.0% 2.5% 25.0% 30.0% 30.0% 12.5%

100.0% 6.8% 13.6% 35.6% 22.0% 22.0%

100.0% 0.0% 5.0% 30.0% 35.0% 30.0%

100.0% 4.4% 11.1% 26.7% 26.7% 31.0%

合計 増えた
やや

増えた
変わらない

やや
減った

減った

100.0% 5.5% 16.4% 56.4% 12.7% 9.1%

100.0% 3.3% 15.0% 66.7% 6.7% 8.3%

100.0% 0.0% 3.4% 74.1% 17.2% 5.2%

（外食産業向け）

外食向け

中食向け

給食向け

集計結果

大手スーパー

中小スーパー

その他

（小売店向け）

＜仕向先別＞

米穀専門店

合計
良くなって

いる
やや良く

なっている
変わらない

やや悪く
なっている

悪くなって
いる DI値

100.0% 4.8% 30.6% 30.6% 25.8% 8.1% 49.6

（参考）前回調査 29年10月から３ヶ月後（30年1月頃）の見通し

100.0% 11.3% 18.9% 30.2% 30.2% 9.4% 48.1

100.0% 0.0% 13.2% 35.8% 39.6% 11.3% 37.7

主食用米の販売動向（米穀卸売業界調査）
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米消費拡大の取組①（米飯学校給食の推進について）

学校における米飯給食の推進について
（平成２１年３月３１日 文部科学省スポーツ・青少年局長通知）（抜粋）

米飯給食の推進については、週３回以上を目標として推進するものとする。

この場合、地場産物の活用推進の観点から、地場産の米や小麦を活用した
パン給食など、地域の特性を踏まえた取組にも配慮する。

また、地域や学校の事情等により実施回数が異なっている現状にかんがみ
、以下のように、地域や学校の事情等に応じた段階的、漸進的な実施回数の
増加を促すこととする。

（１）大都市等実施回数が週３回未満の地域や学校については、週３回程度
への実施回数の増加を図る。

（２）既に過半を占める週３回以上の地域や学校については、週４回程度など
の新たな目標を設定し、実施回数の増加を図る。

文部科学省は、平成2１年３月に米飯学校給食の新たな目標として

「週３回以上」（週３回以上の地域や学校については、週４回などの目標
設定を促す）を通知。和食給食の普及・推進

農林水産省は、米飯を含む和食給食を推進することとし、和食給

食の献立開発やセミナー開催、食育授業の実施などを支援。

政府備蓄米の無償交付

米飯学校給食を増加させる場合に、回数の対前年度純増分を対

象に政府備蓄米を無償交付。

・ 米飯学校給食は、味覚を育む子どもたちに米を中心とした「日本型食生活」の普及・定着を図る上で重要。
・ 農林水産省は、米飯を含む和食給食の普及を図るとともに、政府備蓄米の無償交付制度などにより、米の

消費拡大を推進。

市町村等への働きかけ

地方農政局や地方支局から、市町村等の学校給食関係者へ米

飯学校給食の一層の推進を働きかけ。

注：米粉パン・麺は含まない。

出典：米飯給食実施状況調査（文部科学省）

農林水産省の取組 米飯学校給食実施回数の新たな目標

○ 米飯学校給食実施回数の推移 （平成２８年度３．４回）
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米消費拡大の取組②（ごはん食の効用の普及・啓発）

・ 医師や病院栄養士等の専門家を通じて、健康面からごはん食の効用をわかりやすく発信。

〇 ごはん食の基本的な効果

・粒食で消化がゆっくり進むので、満腹感が持続するとともに、エネルギー源であるブドウ糖を安定的に供給

・血糖値の上昇が緩やかで、血液中の過剰な糖をもとにした脂肪の合成・蓄積が少ない

・魚、大豆、発酵食品など組み合わせる食材が豊かで、低脂肪で栄養バランスの良い食事となりやすい

30代男性向け 受験生の親向け

リーフレットによる普及啓発

ごはん食の良さを伝
えるリーフレットを、
デパート、スーパー
等において配布

シンポジウムによる普及啓発

「3・1・2弁当箱法」体験セミナー（平成28年6月～）
将来、家庭での食育や食生活を実践する女子大学

生等を対象に、一食でご飯の適量や栄養バランス（
主食3、主菜1、副菜2）を取ることが出来る「3・1・
2弁当箱法」の体験セミナーを実施。（全国49校 で
約3,000人の予定）

主催：(公社）米穀安定供給確保支援機構、（公社）日本医師会 後援：農林水産省

主催：(公社）米穀安定供給確保支援機構

「食育健康サミット2017」（平成29年11月）
医師や栄養士等を対象に、肥満や糖尿病の予防・

改善に向けて、身体活動や食事管理のあり方ととも
に日本型食生活の役割を再認識するシンポジウムを
実施（約700名が参加）
〈テーマ:ライフステージにおける食生活と健康～健やかな高

齢社会の実現に向けた日本型食生活と運動～〉
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米消費拡大の取組③（業務用米の安定的な取引の推進）

・ 米穀を購入して家庭で炊飯する割合が低下しつつあり、消費に占める中食・外食などの業務用途の割合は、
主食用米の１／３。

・ 業務用途には、業態やメニューにより、求められる品質や価格が、コシヒカリのようなブランド米とは異なる場
合がある。

・ 業務用途への引き合いがある中で、ミスマッチを解消するため、生産者と実需者のマッチングを支援。

【用途に適した例】

おにぎり：適当に粘りがあり良食味で歯ごたえのある銘柄米
寿 司：酢が入りやすく歯ごたえのある米
丼 物：液通りの良いやや硬質米

（中食・外食事業者への聞き取り）

■ 中食・外食の実需者が求める品質

■ 実需者と生産者の契約栽培の締結事例

岡山県の生産者団体と全国の炊飯事業者が、中食・外食向
けとして「あけぼの」５，０００トン規模の複数年契約を締結。

（関係団体への聞き取り）

■ 主食用米の消費内訳 （平成28年度平均）

３１.1％

業務用途

資料：米の消費動向調査((公社）米穀安定供給確保支援機構調べ）
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・ 各都道府県の関係者に対し、業務用ユーザーの声にも耳
を傾けながら適切に生産・販売を行うよう「需要に応じた
生産推進キャラバン｣等の機会を捉えて説明。

・ 業務用途の安定取引の拡大に向けて、産地と中食・外食
の実需者とのマッチングを行う展示商談会等の開催を支援。

農 林 水 産 省 の 取 組

家庭内

68.9%

中食

18.3%

外食

12.8%

米マッチングフェア２０１７ 東京会場
（平成２９年１０月２４～２５日、TRC東京流通センター）

20
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（参考） 茶わん１杯のお米の値段

● 茶わん１杯のごはんを炊く前のお米（精米）の重さは ６５g くらいです。 ５㎏の精米は約

７７杯になりますので、 2,034円（小売価格の平均）のお米を買ってごはんを炊いた場合、

１杯当たりのお米の値段は 約２７円 となります。

○ ご飯は経済的な食べ物

＝ ＝

ミネラルウォーター（２ﾘｯﾄﾙ）97円 缶コーヒー 130円

出展：ミネラルウォーターは、総務省「小売物価統計調査（主要品目の東京都区部小売価格）26年度平均価格）
缶コーヒーは、街中の自動販売機等で販売されている一般的な価格

お茶碗約５杯お茶碗約４杯

※

コーヒー

※ 茶わん１杯のごはんは、精米65ｇ使用、５㎏当たり2,076円（ＰＯＳデータによるコメの平均小売価格（平成29年12月））で算出。



22

     　　資料：農林水産省調べ

     　　注１：運賃、包装代、消費税相当額(平成26年３月までは５％、同年4月以降は８％)を含む１等米の価格である。

     　　　２：グラフの左側は各年産の通年平均価格（当該年産の出回りから翌年10月（29年産は平成30年2月）まで）、右側は月ごとの価格の推移。
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9月 10月 11月 12月

翌年

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

21年産 22年産 23年産 24年産 25年産

26年産 27年産 28年産 29年産

0

各年産の平均価格

月 別 価 格年産平均価格（円/玄米60kg）

相対取引価格の推移（税込）
（全銘柄平均価格）

26年産(11,967円)

22年産(12,711円)

27年産(13,175円)

28年産(14,307円)

21年産(14,470円)

25年産(14,341円)

23年産(15,215円)

24年産(16,501円)

29年産(15,560円)

○ 29年産米の相対取引価格（年産平均）は、全銘柄平均価格で前年産に比べ＋1,300円程度の15,560円/60kgとなったところ。

相対取引価格の推移（21年産～29年産）

22
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秋田あきたこまち

栃木コシヒカリ

山形はえぬき

北海道ななつぼし

青森つがるロマン

富山コシヒカリ

新潟コシヒカリ一般

産地品種銘柄別相対取引価格の推移(平成29年産)

資料：農林水産省「米穀の取引に関する報告」
注： 運賃、包装代、消費税相当額を含む１等米の価格である。

0
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山形はえぬき

北海道ななつぼし

青森つがるロマン

富山コシヒカリ

新潟コシヒカリ一般

資料：農林水産省「米穀の取引に関する報告」
注： 運賃、包装代、消費税相当額を含む１等米の価格である。

0

産地品種銘柄別相対取引価格の推移(平成28年産)
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単位：円/玄米60kg(税込)

29年産 28年産 29年産 28年産 29年産 28年産

出回り～
30年2月

出回り～
29年10月

出回り～
30年2月

出回り～
29年10月

出回り～
30年2月

出回り～
29年10月

① ② ①-② ① ② ①-② ① ② ①-②

北海道 ななつぼし 15,826 14,244 + 1,582 長野 コシヒカリ 15,549 14,538 + 1,011 島根 コシヒカリ 15,197 14,792 + 405

北海道 ゆめぴりか 17,489 16,479 + 1,010 長野 あきたこまち 14,733 13,596 + 1,137 島根 きぬむすめ 14,315 13,426 + 889

北海道 きらら３９７ 15,701 14,146 + 1,555 静岡 コシヒカリ 15,405 14,856 + 549 島根 つや姫 15,155 14,531 + 624

青森 まっしぐら 14,833 13,216 + 1,617 新潟 コシヒカリ（一般） 16,911 16,175 + 736 岡山 あきたこまち 15,346 13,842 + 1,504

青森 つがるロマン 15,023 13,434 + 1,589 新潟 コシヒカリ（魚沼） 20,664 20,434 + 230 岡山 ヒノヒカリ 15,405 13,804 + 1,601

岩手 ひとめぼれ 15,127 13,840 + 1,287 新潟 コシヒカリ（岩船） 17,333 16,834 + 499 広島 コシヒカリ 15,036 14,153 + 883

岩手 あきたこまち 14,920 13,476 + 1,444 新潟 コシヒカリ（佐渡） 17,362 16,968 + 394 広島 あきろまん 13,934 13,155 + 779

岩手 いわてっこ 14,665 13,242 + 1,423 新潟 こしいぶき 14,921 13,671 + 1,250 広島 ヒノヒカリ 13,634 12,840 + 794

宮城 ひとめぼれ 15,432 13,950 + 1,482 富山 コシヒカリ 15,916 15,098 + 818 山口 コシヒカリ 14,910 14,446 + 464

宮城 つや姫 15,831 14,376 + 1,455 富山 てんたかく 14,547 13,860 + 687 山口 ひとめぼれ 14,045 13,291 + 754

宮城 ササニシキ 15,619 14,115 + 1,504 石川 コシヒカリ 15,653 14,815 + 838 山口 ヒノヒカリ 14,091 13,355 + 736

秋田 あきたこまち 15,864 14,175 + 1,689 石川 ゆめみづほ 14,502 13,233 + 1,269 徳島 コシヒカリ 15,206 14,032 + 1,174

秋田 めんこいな 14,731 13,433 + 1,298 福井 コシヒカリ 15,913 14,930 + 983 徳島 キヌヒカリ 14,364 13,275 + 1,089

秋田 ひとめぼれ 15,667 13,685 + 1,982 福井 ハナエチゼン 14,703 13,521 + 1,182 香川 ヒノヒカリ 14,169 13,184 + 985

山形 はえぬき 15,412 13,841 + 1,571 岐阜 ハツシモ 15,022 13,963 + 1,059 香川 コシヒカリ 14,693 13,879 + 814

山形 つや姫 18,168 17,848 + 320 岐阜 コシヒカリ 15,479 15,160 + 319 愛媛 コシヒカリ 14,368 13,307 + 1,061

山形 ひとめぼれ 15,844 14,511 + 1,333 岐阜 あきたこまち 14,283 13,221 + 1,062 愛媛 ヒノヒカリ 13,757 12,440 + 1,317

福島 コシヒカリ（中通り） 15,330 13,876 + 1,454 愛知 あいちのかおり 13,935 13,530 + 405 愛媛 あきたこまち 13,755 12,493 + 1,262

福島 コシヒカリ（会津） 15,269 14,212 + 1,057 愛知 コシヒカリ 14,924 13,826 + 1,098 高知 コシヒカリ 15,343 14,481 + 862

福島 コシヒカリ（浜通り） 14,716 13,392 + 1,324 愛知 大地の風 14,155 13,531 + 624 高知 ヒノヒカリ 14,358 13,602 + 756

福島 ひとめぼれ 14,888 13,401 + 1,487 三重 コシヒカリ（一般） 14,931 14,369 + 562 福岡 夢つくし 16,164 15,761 + 403

福島 天のつぶ 14,844 13,360 + 1,484 三重 コシヒカリ（伊賀） 15,327 14,781 + 546 福岡 ヒノヒカリ 15,040 14,196 + 844

茨城 コシヒカリ 15,225 13,784 + 1,441 三重 キヌヒカリ 14,198 13,356 + 842 福岡 元気つくし 15,887 15,612 + 275

茨城 あきたこまち 15,428 13,247 + 2,181 滋賀 コシヒカリ 15,066 14,346 + 720 佐賀 夢しずく 14,176 13,329 + 847

栃木 コシヒカリ 15,528 13,832 + 1,696 滋賀 キヌヒカリ 14,329 13,270 + 1,059 佐賀 ヒノヒカリ 13,881 13,042 + 839

栃木 あさひの夢 14,917 13,586 + 1,331 滋賀 日本晴 14,204 12,902 + 1,302 長崎 ヒノヒカリ 15,314 14,395 + 919

栃木 なすひかり 14,782 13,882 + 900 京都 コシヒカリ 15,607 15,193 + 414 長崎 にこまる 15,588 14,713 + 875

群馬 あさひの夢 15,351 13,796 + 1,555 京都 キヌヒカリ 14,630 13,706 + 924 長崎 コシヒカリ 16,093 15,191 + 902

群馬 ゆめまつり 15,383 13,606 + 1,777 兵庫 コシヒカリ 15,686 15,102 + 584 熊本 ヒノヒカリ 14,820 14,278 + 542

埼玉 彩のかがやき 14,804 13,375 + 1,429 兵庫 ヒノヒカリ 14,236 13,229 + 1,007 熊本 コシヒカリ 15,525 15,767 ▲ 242

埼玉 コシヒカリ 14,944 13,843 + 1,101 兵庫 キヌヒカリ 14,308 13,190 + 1,118 大分 ヒノヒカリ 15,543 14,169 + 1,374

埼玉 彩のきずな 14,860 13,301 + 1,559 奈良 ヒノヒカリ 14,764 12,953 + 1,811 大分 ひとめぼれ 15,231 14,446 + 785

千葉 コシヒカリ 14,980 13,719 + 1,261 奈良 コシヒカリ 14,851 13,155 + 1,696 宮崎 コシヒカリ 15,049 14,721 + 328

千葉 ふさこがね 14,508 12,835 + 1,673 鳥取 コシヒカリ 15,063 14,014 + 1,049 宮崎 ヒノヒカリ 15,504 14,388 + 1,116

千葉 ふさおとめ 14,651 12,993 + 1,658 鳥取 きぬむすめ 14,266 13,183 + 1,083 鹿児島 ヒノヒカリ 15,252 15,210 + 42

山梨 コシヒカリ 17,707 16,969 + 738 鳥取 ひとめぼれ 14,115 13,065 + 1,050 鹿児島 あきほなみ 15,955 15,525 + 430

鹿児島 コシヒカリ 15,542 15,222 + 320

価格差
産地品種銘柄

価格差
産地品種銘柄

価格差
産地品種銘柄

注１： 農林水産省が調査・公表した出回りからの年産平均価格（28年産は平成29年10月、29年産は平成30年2月まで）であり、調査対象事業者は、一定規模以上の集荷業者（年間の販売数量
5,000トン以上等）。

２： 運賃、包装代、消費税相当額（8％）を含む１等米の価格である。

平成29年産米の相対取引価格（平成30年２月までの年産平均価格）
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29年

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

30年

2月

秋田あきたこまち

平均価格

山形はえぬき

宮城ひとめぼれ

北海道ななつぼし

茨城コシヒカリ

青森まっしぐら

新潟ｺｼﾋｶﾘ一般

北海道

ななつぼし

青森

まっしぐら

宮城

ひとめぼれ

秋田

あきたこまち

山形

はえぬき

茨城

コシヒカリ

新潟

ｺｼﾋｶﾘ一般

全POS取引

平均価格

1,902 1,749 1,852 1,885 1,821 1,831 2,114 1,957

1,907 1,751 1,792 1,887 1,798 1,835 2,105 1,945

1,908 1,771 1,807 1,894 1,793 1,824 2,128 1,941

1,948 1,750 1,775 1,898 1,776 1,773 2,086 1,944

1,948 1,755 1,799 1,853 1,698 1,767 2,062 1,941

1,939 1,759 1,784 1,862 1,673 1,795 2,023 1,937

1,950 1,745 1,765 1,868 1,687 1,806 2,057 1,942

1,925 1,710 1,794 1,886 1,705 1,918 2,045 1,945

2,017 1,791 1,923 2,031 1,758 1,934 2,161 2,015

2,021 1,875 1,900 2,026 1,850 1,917 2,161 2,034

2,042 1,911 1,938 2,055 1,907 1,939 2,165 2,076

2,037 1,811 1,929 2,074 1,961 1,902 2,172 2,067

2,023 1,806 1,910 2,069 1,899 1,935 2,140 2,058

対前月比 ▲ 0.7% ▲ 0.3% ▲ 1.0% ▲ 0.2% ▲ 3.2% 1.7% ▲ 1.5% ▲ 0.4%
対前年同月比 6.4% 3.3% 3.1% 9.8% 4.3% 5.7% 1.2% 5.2%

29年2月

８月

11月

4月

10月

９月

6月

7月

30年1月

12月

2月

5月

3月

小売価格の推移（ＰＯＳデータ）

小売価格の推移

（円/5kg袋販売時換算（税込み））（円/5kg袋販売時換算（税込み））

資料：（株）KSP-SPが提供するＰＯＳデータに基づいて農林水産省が作成
注１：（株）KSP-SPが提供するＰＯＳデータは、全国約1,020店舗のスーパー、生協等から購入したデー

タに基づくものである。
２：POSデータは、データ提供企業から遅れて報告されるものもあるため、時点によって集計結果に若
干のずれが生じることがあり、今後、修正されることもある。

３：POSデータの提供店舗数は、変動があることに留意が必要である。
４：平均価格は、POSデータで把握できる全ての精米の販売について５kg袋販売時に換算した上で加重
平均を行った価格である。

５：価格に含む消費税は8%である。
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204 199

民間流通における６月末在庫の推移

資料：農林水産省調べ
注：１）うるち玄米及びもち玄米の値である。

２）各年の民間在庫量において、
① 16年以降については、年間玄米取扱数量500トン以上の業者(販売・出荷段階)の数量である。
② 15年については、

・ 販売段階の在庫量は、年間玄米取扱数量500トン以上の旧登録卸売業者と1,000トン以上の旧登録小売業者の数量である。
・ 出荷段階の在庫量は、年間玄米取扱数量500トン以上の業者の数量である。

③ 14年以前については推計値であり、
・ 販売段階の在庫量は、卸在庫量に小売在庫量（推計）を加えた数量である。
・ 出荷段階の在庫量は、系統在庫量に非系統在庫量（推計）を加えた数量である。

なお、生産段階の在庫量は、「生産者の米穀現在高等調査」（平成22年以降は「生産者の米穀在庫等調査」）を基に算出した在庫量から精米在庫量（推計）を控除した玄米在庫量である。
３）26年の出荷段階の在庫量には、公益社団法人米穀安定供給確保支援機構の買入数量35万トンを含んでいない。
４）ラウンドの関係で計と内訳が一致しない場合がある。


